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MP1800A シグナルクオリティアナライザ 

／MT1810A ４スロットシャーシ 

リリースノート 
 

拝啓，平素は格別のご高配を賜り，厚く御礼申し上げます。 

本リリースノートには，弊社製MP1800A ／ MT1810Aのバージョン9.01.00におけるリリース情報および

既知の不具合内容の情報が記載されています。 

今後ともご愛顧いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

 

リリースバージョン 

Ver.9.01.00 

 

目次 

 

項目 内容 

1. リリース情報 

・・・P2 

今回リリースしたバージョンのリリース情報を示します。 

2. 既知の不具合 

・・・P25 

現在判明している不具合内容を示します。これらの不

具合は次回以降のリリースで対応する予定です。 

3. 追加機能 

・・・P26 

今回リリースしたバージョンで追加した機能を示しま

す。 

4. 使用上の注意 

・・・P37 

本器を使用する場合の注意事項を表記します。 

 
アンリツ株式会社 

神奈川県厚木市恩名5-1-1 
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1 リリース情報 

旧バージョンから新バージョンへのおおよそのバージョンアップ作業時間は以下のとおりです。 

    新バージョン：9.01.00 

旧バージョン：9.00.04 

バージョンアップ所要時間：20～30分 

所要時間は，インストール時間と Setup Utilityでのダウンロード時間の合計です。 

実際の作業時間は，実装するモジュールの数，種類により異なります。 
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1.1 対応モジュール 

1.1.1 プラグインモジュール 

MP1800A，MT1810Aに挿入可能な対応モジュールについて示します。 

モジュール形名 モジュール品名 

MU181000A 12.5GHz シンセサイザ 

MU181000B 12.5GHz 4ポートシンセサイザ 

MU181020A 12.5Gbit/s パルスパターン発生器 

MU181020B 14Gbit/s パルスパターン発生器 

MU181040A 12.5Gbit/s 誤り検出器 

MU181040B 14Gbit/s 誤り検出器 

MU181600A 光トランシーバ（XFP） 

MU181601A 光トランシーバ（SFP） 

MU181620A ストレスドアイトランスミッタ 

MU181640A オプティカルレシーバ 

MU181800A 12.5GHz クロック分配器 

MU181800B 14GHz クロック分配器 

MU182020A 25Gbit/s 1ch MUX 

MU182021A 25Gbit/s 2ch MUX 

MU182040A 25Gbit/s 1ch DEMUX 

MU182041A 25Gbit/s 2ch DEMUX 

MU181500B ジッタ変調源 

MU183020A 28G/32G bit/s PPG 

MU183040A 28G/32G bit/s ED 

MU183021A 28G/32G bit/s 4ch PPG 

MU183041A 28G/32G bit/s 4ch ED 

MU183040B 28G/32G bit/s High Sensitivity ED 

MU183041B 28G/32G bit/s 4ch High Sensitivity ED 

 

 

1.1.2 USB 接続機器 

MP1800Aに USBケーブルを使用して接続し，制御可能な製品について示します。 

形名 品名 

MP1825B 4 タップエンファシス 

MP1861A 56G/64G bit/s MUX 

MP1862A 56G/64G bit/s DEMUX 
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1.2 スロット挿入位置 

MP1800A，MT1810Aに挿入可能な各モジュールのスロット挿入位置について示します。 

 

1.2.1 PPG,ED の挿入位置制限 

MP1800A，MT1810A（以下本器）は，オプション毎に実装可能なMU181020A/B （以降PPGと示

す）または MU181040A/B （以降 ED と示す）のスロット数が異なります。 

本バージョンで本器に実装できる PPG,EDのスロット数および位置は表 1.2.1-1，表 1.2.1-2， 

表 1.2.1-3の通りとなります。 

 

表 1.2.1-1 MP1800A/MT1810A-014 PPG/ED実装スロット 

Slot No A B C D 

Slot 1 － － － － 

Slot 2 － － － － 

Slot 3 PPG － PPG PPG 

Slot 4 － ED ED PPG 

Slot 5 － － － － 

Slot 6 － － － － 

 

表 1.2.1-2 MP1800A/MT1810A-015 PPG/ED実装スロット 

In
d

e
p

e
n

d
e
n

t 
 

/ 
C

H
 S

y
n

c 

Slot No A B C D E F G H I J K L 

Slot 1 － － － PPG PPG PPG ED ED ED PPG PPG PPG 

Slot 2 － － － PPG PPG PPG ED ED ED PPG PPG PPG 

Slot 3 PPG － PPG － PPG PPG － ED ED － PPG ED 

Slot 4 － ED ED － － PPG － － ED ED ED ED 

Slot 5 － － － － － － － － － － － － 

Slot 6 － － － － － － － － － － － － 

4
ch

 
 

C
o
m

b
in

a
ti

o
n

 Slot 1 － － － － － 4ｃｈ

PPG 

－ － 4ch

ED 
－ － － 

Slot 2 － － － － － － － － － － 

Slot 3 － － － － － － － － － － 

Slot 4 － － － － － － － － － － 

Slot 5 － － － － － － － － － － － － 

Slot 6 － － － － － － － － － － － － 

2
ch

 
 

C
o
m

b
in

a
ti

o
n

 Slot1 － － － 2ch 

PPG 

2ch 

PPG 

2ch 

PPG 

2ch 

ED 

2ch 

ED 

2ch 

ED 

2ch 

PPG 

2ch 

PPG 

2ch 

PPG Slot 2 － － － 

Slot 3 － － － － PPG 2ch 

PPG 
－ ED 2ch 

ED 
－ PPG 2ch 

ED Slot 4 － － － － － － － ED ED 

Slot 5 － － － － － － － － － － － － 

Slot 6 － － － － － － － － － － － － 
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表 1.2.1-3 MP1800A-016 PPG/ED実装スロット 

In
d

e
p

e
n

d
e
n

t 
 

/ 
C

H
 S

y
n

c 

Slot No A B C D E F G H I J K 

Slot 1 PPG － － PPG PPG PPG － － － PPG PPG 

Slot 2 － － － PPG PPG PPG － － － PPG PPG 

Slot 3 － － PPG － PPG PPG － － ED － PPG 

Slot 4 － ED ED － － PPG － ED ED － － 

Slot 5 － － － － － － ED ED ED － － 

Slot 6 － － － － － － ED ED ED ED ED 

4
ch

 
 

C
o
m

b
in

a
ti

o
n

 Slot 1 － － － － － 4ch 

PPG 
－ － － － － 

Slot 2 － － － － － － － － － － 

Slot 3 － － － － － － － 4ch 

ED 
－ － 

Slot 4 － － － － － － － － － 

Slot 5 － － － － － － － － － － 

Slot 6 － － － － － － － － － － 

2
ch

 
 

C
o
m

b
in

a
ti

o
n

 Slot 1 － － － 2ch 

PPG 

2ch 

PPG 

2ch 

PPG 
－ － － 2ch 

PPG 

2ch 

PPG Slot 2 － － － － － － 

Slot 3 － － － － PPG 2ch 

PPG 
－ － 2ch 

ED 
－ PPG 

Slot 4 － － － － － － ED － － 

Slot 5 － － － － － － 2ch 

ED 

2ch 

ED 

2ch 

ED 
－ － 

Slot 6 － － － － － － ED ED 

 

In
d

e
p

e
n

d
e
n

t 
 

/ 
C

H
 S

y
n

c 

Slot No L M N O P Q 

Slot 1 PPG PPG PPG PPG PPG PPG 

Slot 2 PPG PPG PPG PPG PPG PPG 

Slot 3 PPG － PPG PPG － ED 

Slot 4 PPG － － PPG ED ED 

Slot 5 － ED ED ED ED ED 

Slot 6 ED ED ED ED ED ED 

4
ch

 
 

C
o
m

b
in

a
ti

o
n

 Slot 1 4ch 

PPG 
－ － 4ch 

PPG 
－ PPG 

Slot 2 － － － PPG 

Slot 3 － － － 4ch 

ED Slot 4 － － － 

Slot 5 － － － ED － 

Slot 6 ED － － ED － 

2
ch

 
 

C
o
m

b
in

a
ti

o
n

 Slot 1 2ch 

PPG 

2ch 

PPG 

2ch 

PPG 

2ch 

PPG 

2ch 

PPG 

2ch 

PPG Slot 2 

Slot 3 2ch 

PPG 

－ PPG 2ch 

PPG 

－ 2ch 

ED Slot 4 － － ED 

Slot 5 － 2ch 

ED 

2ch 

ED 

2ch 

ED 

2ch 

ED 

2ch 

ED Slot 6 ED 

 

  



MP1800A/MT1810A リリースノート 

6/47 
MB-A1QMRPAA001678-87 

       －  ：PPG/EDを実装できないスロットです。 

       PPG  ：MU181020A/B PPGが実装可能なスロットです。 

       ED  ：MU181040A/B EDが実装可能なスロットです。 

       斜線  ：Combination時に PPG/EDが無効になるスロットです。 

 

MP1800A に関する最新情報は，アンリツホームページ(http://www.anritsu.com)の MP1800 Series 

Signal Quality Analyzers から該当地域にアクセスしてください。 

http://www.anritsu.com/
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1.2.2 MUX,DEMUX の挿入位置制限 

本器にMU182020A/21A（以下MUXと示す），MU182040A/41A(以下DEMUXと示す)を単独で挿

入する場合（PPG/ED と組み合わせて使用しない場合），スロット位置制限はありません。 

ただし，本器に PPG と MUXを実装する場合，PPGのスロット数および位置制限（1.2.1節）に加

え，MUXの挿入位置に制限があります。表 1.2.2-1，表 1.2.2-2に示すとおり，PPG と MUXは上

詰で挿入され，出荷時に添付される PPG/MUXの専用接続ケーブルで接続されます。PPG と

MUXは出荷時の組み合わせ，挿入スロット位置，専用接続ケーブルでの接続でのみの性能保

証となりますので抜き差しできないようにネジ留めされ，校正済みを示すシールが貼られます。

シールを破り PPG，MUXの挿入位置を変更した場合，性能を保証できませんので気をつけてく

ださい。 

ED と DEMUXを実装する場合，EDのスロット数および位置制限（1.2.1節）に従い，空きスロット

に DEMUXを挿入する必要があります。 

 

 

表 1.2.2-1 MP1800A/MT1810A-015 MUX/DEMUX実装スロット 

Slot No A B C D E 

Slot 1 PPG PPG PPG ED ED 

Slot 2 PPG PPG PPG ED ED 

Slot 3 PPG PPG 1ch MUX ED ED 

Slot 4 PPG PPG  ED ED 

Slot 5 2ch MUX 1ch MUX  2ch DEMUX 1ch DEMUX 

Slot 6 2ch MUX 1ch MUX  2ch DEMUX 1ch DEMUX 

 

Slot No F G 

Slot 1 ED PPG 

Slot 2 ED PPG 

Slot 3 1ch DEMUX ED 

Slot 4  ED 

Slot 5  1ch MUX 

Slot 6  1ch DEMUX 
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表 1.2.2-2 MP1800A-016 MUX/DEMUX実装スロット 

Slot No A B C D E 

Slot 1 PPG PPG PPG 2ch DEMUX 1ch DEMUX 

Slot 2 PPG PPG PPG 2ch DEMUX 1ch DEMUX 

Slot 3 PPG PPG 1ch MUX ED ED 

Slot 4 PPG PPG  ED ED 

Slot 5 2ch MUX 1ch MUX  ED ED 

Slot 6 2ch MUX 1ch MUX  ED ED 

 

Slot No F G 

Slot 1  PPG 

Slot 2  PPG 

Slot 3  1ch MUX 

Slot 4 1ch DEMUX 1ch DEMUX 

Slot 5 ED ED 

Slot 6 ED ED 

 

       PPG  ：MU181020A/B PPGの実装スロットです。 

       ED  ：MU181040A/B EDの実装スロットです。 

       1ch MUX ：MU182020A 1ch MUXの実装スロットです。 

       2ch MUX ：MU182021A 2ch MUXの実装スロットです。 

  1ch DEMUX ：MU182040A 1ch DEMUXの実装スロットです。 

       2ch DEMUX ：MU182041A 2ch DEMUXの実装スロットです。 
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1.2.3 32G PPG,ED の挿入位置制限 

MP1800A，MT1810A（以下本器）は，オプション毎に実装可能な MU183020A，MU183021A （以

降 PPG，4ch PPG と示す）または MU183040A/B，MU183041A/B （以降 ED，4ch ED と示す）の

スロット数が異なります。 

本バージョンで本器に実装できる PPG,EDのスロット数および位置は表 1.2.3-1，表 1.2.3-2の通

りとなります。 

 

表 1.2.3-1 MP1800A/MT1810A-014 32G PPG/ED実装スロット 

Slot No A B C D E 

Slot 1 － － － － － 

Slot 2 － － － － － 

Slot 3 PPG － PPG 4ch 4ch 

Slot 4 － ED ED PPG ED 

Slot 5 － － － － － 

Slot 6 － － － － － 

 

表 1.2.3-2 MP1800A-015/016, MT1810A-015 32G PPG/ED実装スロット 

In
d

e
p

e
n

d
e
n

t 
 Slot No A B C D E F G H I J K L* 

Slot 1 － － － PPG － PPG 4ch － 4ch 4ch 4ch PPG 

Slot 2 － － － PPG － PPG PPG － PPG PPG ED PPG 

Slot 3 PPG － PPG － ED ED － 4ch 4ch 4ch 4ch PPG 

Slot 4 － ED ED － ED ED － ED ED PPG ED PPG 

Slot 5 － － － － － － － － － － － － 

Slot 6 － － － － － － － － － － － － 

C
h

a
n

n
e
l 

 

S
y
n

ch
ro

n
iz

a
ti

o
n

 

Slot1 － － － CH 

Sync 
－ CH 

Sync 
－ － －  

CH 

Sync 

 

－  

CH 
Sync 

Slot 2 － － － － － － － － 

Slot 3 － － － － － － － － － － 

Slot 4 － － － － － － － － － － 

Slot 5 － － － － － － － － － － －  

Slot 6 － － － － － － － － － － －  

       －  ：32G PPG/EDを実装できないスロットです。 

       PPG  ：MU183020A 32G PPGが実装可能なスロットです。 

       ED  ：MU183040A/B 32G EDが実装可能なスロットです。 

4ch PPG  ：MU183021A 32G 4ch PPGが実装可能なスロットです。 

4ch ED  ：MU183041A/B 32G 4ch EDが実装可能なスロットです。 

       CH Sync ：32G 2ch/4ch PPG 2枚，または 4枚を Channel Synchronization可能で

す。32G 1ch PPGは Channel Synchronizationできません。 

 *  ：MP1800A/MT1810A-015のみ有効です。 

MP1800A に関する最新情報は，アンリツホームページ(http://www.anritsu.com)の MP1800 Series 

Signal Quality Analyzers から該当地域にアクセスしてください。 

http://www.anritsu.com/
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1.2.4 PPG,ED と 32G PPG,ED の同時実装制限 

MP1800A，MT1810A（以降本器）は，オプション毎に MU181020A/B （以降 PPG），MU182020A

（以降 MUX），MU181040A/B （以降 ED），MU182040A(以降 DEMUX)，MU183020A （以降 32G 

PPG）または MU183040A/B （以降 32G ED）を下記の条件で同時実装することができます。 

本バージョンで本器に実装できる PPG,ED と 32G PPG,32G EDのスロット数および位置は表

1.2.4-1，表 1.2.4-2の通りとなります。 

PPGと 32G PPGのCH Sync，Combination，およびEDと 32G EDのCombinationはできません。

また，同時実装時は 32G EDのエラーブザー音が鳴りません。 

 

表 1.2.4-1 MP1800A-015, MT1810A-015 PPG/ED実装スロット 

In
d

e
p

e
n

d
e
n

t 
 Slot No A B C D E 

Slot 1 PPG ED － － 32G PPG 

Slot 2 PPG ED － － 32G ED 

Slot 3 MUX DEMUX 32G PPG PPG PPG 

Slot 4 32G ED 32G PPG ED 32G ED ED 

Slot 5 － － － － － 

Slot 6 － － － － － 

C
H

 S
y
n

ch
ro

n
iz

a
ti

o
n

 

C
o
m

b
in

a
ti

o
n

 

Slot1 CH Sync 

2ch Combi 

2ch Combi － － CH Sync 

2ch Combi 

Slot 2 － － 2ch Combi 

Slot 3 － － CH Sync 

2ch Combi 

－ － 

Slot 4 2ch Combi CH Sync 

2ch Combi 
－ 2ch Combi － 

Slot 5 － － － － － 

Slot 6 － － － － － 

 

In
d

e
p

e
n

d
e
n

t 
 Slot No F G H I J K 

Slot 1 32G PPG － 32G PPG 32G PPG － － 

Slot 2 － 32G ED 32G ED 32G ED － － 

Slot 3 PPG PPG PPG － PPG 32G ED 

Slot 4 ED ED － ED 32G PPG ED 

Slot 5 － － － － － － 

Slot 6 － － － － － － 

C
H

 S
y
n

ch
ro

n
iz

a
ti

o
n

 

C
o
m

b
in

a
ti

o
n

 

Slot1 CH Sync 

2ch Combi 
－ CH Sync 

2ch Combi 

CH Sync 

2ch Combi 
－ － 

Slot 2 － 2ch Combi 2ch Combi 2ch Combi － － 

Slot 3 － － － － － 2ch Combi 

Slot 4 － － － － CH Sync 

2ch Combi 
－ 

Slot 5 － － － － － － 

Slot 6 － － － － － － 
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表 1.2.4-2 MP1800A-016 PPG/ED実装スロット 
In

d
e
p

e
n

d
e
n

t 
 Slot No A B C D E 

Slot 1 PPG － － － 32G PPG 

Slot 2 PPG － － － 32G ED 

Slot 3 MUX 32G PPG 32G PPG PPG PPG 

Slot 4 32G ED DEMUX ED 32G ED ED 

Slot 5 － ED － － － 

Slot 6 － ED － － － 

C
H

 S
y
n

ch
ro

n
iz

a
ti

o
n

 

C
o
m

b
in

a
ti

o
n

 

Slot1 CH Sync 

2ch Combi 
－ － － CH Sync 

2ch Combi 

Slot 2  － － 2ch Combi 

Slot 3 － CH Sync 

2ch Combi 

CH Sync 

2ch Combi 

－ － 

Slot 4 2ch Combi － － 2ch Combi － 

Slot 5 － 2ch Combi － － － 

Slot 6 － － － － 

 

In
d

e
p

e
n

d
e
n

t 
 Slot No F G H I J K 

Slot 1 32G PPG － 32G PPG 32G PPG － － 

Slot 2 － 32G ED 32G ED 32G ED － － 

Slot 3 PPG PPG PPG － PPG 32G ED 

Slot 4 ED ED － ED 32G PPG ED 

Slot 5 － － － － － － 

Slot 6 － － － － － － 

C
H

 S
y
n

ch
ro

n
iz

a
ti

o
n

 

C
o
m

b
in

a
ti

o
n

 

Slot1 CH Sync 

2ch Combi 
－ CH Sync 

2ch Combi 

CH Sync 

2ch Combi 
－ － 

Slot 2 － 2ch Combi 2ch Combi 2ch Combi － － 

Slot 3 － － － － － 2ch Combi 

Slot 4 － － － － CH Sync 

2ch Combi 
－ 

Slot 5 － － － － － － 

Slot 6 － － － － － － 

       －  ：PPG/ED，および 32G PPG/EDを実装できないスロットです。 

       PPG  ：MU181020A/B 12.5G/14G PPGが実装可能なスロットです。 

       ED  ：MU181040A/B 12.5G/14G EDが実装可能なスロットです。 

32G PPG ：MU183020A 32G PPGが実装可能なスロットです。 

32G ED  ：MU183040A/B 32G EDが実装可能なスロットです。 

       MUX  ：MU182020A 1ch MUXの実装スロットです。 

       DEMUX  ：MU182040A 1ch DEMUXの実装スロットです。 

       CH Sync ：12.5G/14G PPG 2枚，または 32G PPG 2chの Channel Synchronization

が可能です。 

       2ch Combi ：12.5G/14G PPG 2枚，または 32G PPG 2chの Combinationが可能です。 
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MP1800A に関する最新情報は，アンリツホームページ(http://www.anritsu.com)の MP1800 Series 

Signal Quality Analyzers から該当地域にアクセスしてください。 

 

  

http://www.anritsu.com/
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1.3 USB 接続機器との接続 

MP1800A と USB 接続機器(1.1.2 項で示されている製品)との接続について示します。 

1.3.1 活線挿抜 

USB接続機器は，MP1800A と USBケーブルで接続します。しかし，活線挿抜に対応しておりま

せんので，取り扱いにはご注意ください。ご使用前に，下記の取扱説明書をお読みください。 

・ 「MP1825B 4 タップエンファシス取扱説明書 （管理番号M-W3482AW）」の「2.5章 制御機

器との接続」 

・ 「MP1861A 56G/64G bit/s MUX取扱説明書 （管理番号M-W3756AW）」の「2.1.4 本器の

使用形態」 

・ 「MP1862A 56G/64G bit/s DEMUX取扱説明書 （管理番号 M-W3757AW）」の「2.1.4 本器

の使用形態」 

・  
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1.4 不具合修正内容 

Version 項目(管理番号) 現象 

Ver. 9.01.00 MU181500Bで SJが

正常にかからない 

(CM4958:0094) 

MU18500Bの SJ機能で、SJの変調振幅を増やすとフロアノ

イズが上昇することがある現象を修正しました。 

 

この現象は MX180000A V9.00.04で発生します。 

Ver. 9.00.04 テストパターンが正

常に設定されないこ

とがある 

(CM4926:020) 

MX180014A 100G EPONアプリケーションソフトウェアから

MU183040B 32G EDを制御しているとき、32G EDにテストパ

ターンが正常に設定されないことがあります。 

Ver. 8.08.00 周波数変更時に出

力パターンにエラー

が入ることがある。

(CM945:65) 

MU183020A/21A 32G PPG において、周波数を変更すると

出力パターンにエラーが入ることがあります。 

Ver.8.07.05 64G x2ch Combiの

Quick Saveファイル

を Independentで

Openするとアプリが

落ちる。 

(CM945:47) 

MU183020A/21A 32G PPG で 64Gx2ch Combinationに設定

いる状態でQuick Saveを行い、Independentに設定した後に

Quick Openするとアプリが落ちることがあります。 

 

本不具合は Ver.7.00.00～8.06.00で発生します。 

Pattern Logic設定に

よって PAM4 Auto 

Searchが失敗する。 

(CM945:49) 

MU183040B,MU183041B 32G EDにおいて、Xdata Inputに

PAM4信号を入力し、Pattern Logic設定を NEGに設定する

と PAM4 Auto Searchが必ず失敗してしまいます。 

本不具合は Ver.7.09.02～8.06.00で発生します。 

 

シンセサイザにて

PLL Unlockが発生す

ることがある

(CM945:38) 

MU181000A/BシンセサイザとMU181500Bジッタ信号源を連

動し、周波数 Offset値設定する。 

このときシンセサイザとジッタの連動を解除し、再連動すると

シンセサイザにて PLL Unlockが発生することがあります。 

Ver.8.06.00 32G PPG で Channel  

Sync したときにビット

ずれが起こる場合が

ある。 

MU183020A/21A 32G PPG で Channel Sync している状態で

ビットレートを変更すると、ビットずれが起こる場合がありま

す。 

 

本不具合は Ver.7.00.00～8.05.00で発生します。 

Ver.8.05.00 PAM BER測定のエラ

ーレート表示不具合

(CM943:44) 

MU183040B,MU183041B 32G EDの自動測定 PAM BER測

定のエラーレート表示が間違っています。 

エラーカウントが 0のエラーフリーのとき、エラーレートを

“0.0000E+000”と表示してしまいます。 

本不具合は Ver.8.02.01～8.04.02で発生します。 



MP1800A/MT1810A リリースノート 

15/47 
MB-A1QMRPAA001678-87 

OUT-4のビットレート

が間違っている

(CM944 :79) 

MU183020A/21A 32G PPG、MU183040A/B,MU183041A/B 

32G EDにおいて、OUT-4ビットレートが間違っています。 

誤：28.000 000 Gbit/s  

正：27.952493 Gbit/s  

画面設定は、ステップの分解能により 27.952496 Gbit/sにな

ります。 

本不具合は Ver.7.00.00～8.04.02で発生します。 

Ver.8.04.02 32G EDの Block 

Window リモートコマ

ンド不具合

(CM944:87) 

MU183040A/B,MU183041A/B 32G EDのBlock Window設定

のリモートコマンドが正常に動作しないことがあります。 

パターン長が 2Mbitsを超えるとき、正しく Block Windowが設

定できません。 

不具合が発生するリモートコマンドは以下です。 
:SENSe:PATTern:MASK:BLKWindow 

本不具合は Ver.7.00.00～8.04.01で発生します。 

Block Window設定

ONのとき、Auto 

Search Fineモードが

失敗する(CM944 :80) 

MU183040A/B,MU183041A/B 32G EDにおいて、Block 

Window設定がONのとき、Auto Search Fineモードが失敗す

ることがあります。Auto Search Fineモードを使用するとき

は、Block Windowを OFFにしてください。 

本不具合は Ver.7.00.00～8.04.01で発生します。 

設定ファイルOpen時

にジッタ設定が正常

に復帰しないことが

ある。(CM944 :78) 

MU181500B jitter Modulation Sourceの設定ファイルを Open

したとき、ジッタ設定が正常に復帰しないことがあります。現

象が発生するとGUI設定がジッタONにもかかわらず信号に

ジッタが加わっていない状態になります。 

その際は、すべてのジッタ設定を OFF→ONの操作を行って

ください。 

本不具合は Ver.6.00.00～8.04.01で発生します。 

Ver.8.04.00 28G/64G DEMUXの

自動測定でリモート

コマンドがタイムアウ

トすることがある。

(CM943:95) 

MU182040A 25G/28G bit/s DEMUX と MP1862A 56G/64G 

bit/s DEMUXの自動測定において、リモートコマンドがタイム

アウトすることがあります。 

不具合が発生する自動測定は以下です。 

25G DEMUXの Bathtub、Eye Margin、Eye Diagram 

64G DEMUXの Eye Margin、Eye Diagram 

本不具合は Ver.5.00.00～8.02.04で発生します。 

リモート操作中にア

プリが落ちる。 

(CM943:87) 

リモートインタフェース設定を GPIB、および Ethernetの

Normalモードにしたとき、リモートコマンドを連続で送受信す

るとアプリが落ちることがあります。 

本不具合は Ver.8.00.00～8.02.04で発生します。 

PAM4パターンが間

違っている。

(CM943:89) 

PAM4パターンの MSB と LSBが反転しているため正しいパ

ターンになっていません。 

対象パターンは以下です。 

PRQS10、GrayPRBS13Q 

本不具合は Ver.8.02.01～8.02.04で発生します。 

Ver.8.02.04 MP1862A DEMUXに

て 56.2Gbit/sで Sync 

Lossが発生すること

がある。(CM943:81) 

MP1862A 56G/64G bit/s DEMUXにおいて、オプション x01 

64Gbit/s拡張を実装していないとき、ビットレート 56.2G bit/s

にて Sync Lossが発生することがあります。 

本不具合は Ver.8.00.00～8.02.03で発生します。 
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Ver.8.02.03 32G 4ch PPG のデー

タ出力が出ない。

(CM943:23) 

MU183021A 32G 4ch PPGにて、Combination Settingが

Independent、2ch Combination、および Channel Sync 

Data1-2のときは、Data3と Data4のデータ出力が出ず、

Combination Settingが 4ch Combination、64Gx2ch 

Combination、2ch CH Sync、および Channel Sync Data1-4

のときは、Data1～4すべてのデータ出力が出ません。 

なお MU183020A 32G PPGでは本不具合は発生せず正常に

使用できます。 

本不具合は Ver.8.02.01で発生します。 

4PAMパターンファ

イルが Openできな

い。(CM943:11) 

MU18302xA 32G PPGで使用する以下の 4PAM発生用パター

ンファイルを Openできない。 

 ・JP03A 

 ・JP03B 

 ・Squarewave 

MP1800Aのパネルキ

ーが動かなくなる。 

(CM941:17) 

MP1800Aオプション x07 を実装した本体に、V7.09.xx

以前のソフトウェアをインストールすると MP1800Aのフ

ロントパネルキー、およびエンコーダが動かなくなる。 

Ver.8.02.01 GPIBリモート時に、

EOIを認識しない。

(CM940:69) 

GPIBリモート時、EOIをコマンドの終端として認識しま

せん。 

Ethernetリモート

時に、アプリが落ち

る場合がある。

(CM940:67) 

Ethernetリモート時、Socketの Open/Closeとクエリコ

マンドの送信を交互に繰り返し実施するとアプリが落ち

る場合があります。 

Ver.8.00.05 MP1861A/62A 

Opt-01無しのとき、

診断ツールのテスト

結果が Failになる。

(CM940:94) 

MP1861A 56G/64Gbit/s MUX、MP1862A 56G/64Gbit/s 

DEMUXを使用した診断ツールにおいて、MP1861/62A 

Option-01 64Gbit/s Extensionが無い場合、診断結果が Fail

になってしまいます。 

MP1861/62A Option-01が無い場合の動作ビットレートの上

限が 56Gbit/sであるのに対して、64Gbit/sでテストしてしま

うことが原因です。 

本不具合は Ver.8.00.00～8.00.04で発生します。 

MP1862A を使った

Thresholdマージン結

果が半分になること

がある。(CM940:86) 

MP1862A 64G DEMUXを使用した Eyeマージン測定の

Thresholdマージン結果が、実際の値の半分になってしまう

ことがあります。 

本不具合は Ver.8.00.00～8.00.04で発生します。 
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Version 項目(管理番号) 現象 

Ver.8.00.04 MP1825B Emphasis

の設定がファイル

Openで復帰しないこ

とがある(CM940:77) 

MP1825B 4Tap Emphasisの Input設定が設定ファイルの

Openで復帰しないことがあります。 

本不具合はVer.8.00.00、8.00.01、8.00.02、8.00.03で発生しま

す。 

Ver.8.00.03 32G PPG とエンファ

シスを連動すると正

しいジッタ量が加わ

らない。(CM940:84) 

MU18302xA 32G PPG と MP1825B 4Tap Emphasisを連動す

ると、MU181500B ジッタ発生源から発生するジッタ量に誤り

があり、正しいジッタ量が加わりません。 

MU18302ｘAとMP1825BとMU181500Bを連動すると現象が

発生し、実際に加わるジッタ量が MU181500Bの画面設定値

の半分になってしまいます。 

本不具合は Ver.8.00.00、8.00.01、8.00.02で発生します。 

Ver.8.00.02 リモート操作で Quick 

Saveファイルを Open

するとアプリが落ちる

ことがある。

(CM089:91) 

Quick Saveファイルを読み込むリモートコマンド 

:SYSTem:MMEMory:QRECall  

を使用するとメインアプリが落ちることがあります。 

本現象は，モジュールの構成により発生する頻度が異なり

ます。 

32G PPGのモジュー

ル間同期が正常に

動作しないビットレー

トがある。 

(CM089:90) 

MU183020A 32G PPGを複数台使ったモジュール間同期が

正常に動作しないビットレートがあります。 

現象が発生すると，PPGの出力信号にエラーが入ることが

あります。 

Ver.7.10.02 MU18302xA 32G 

PPG、MU18304ｘ 

32G EDを2台以上実

装しているとき、アプ

リが正常終了しない

ことがある。

(CM089:66) 

MU18302xA 32G PPG、または MU18304xA/B 32G EDを使

用しているとき、メインアプリを終了しようとすると画面がフリ

ーズし正常に終了することができないことがあります。 

この現象は、以下のモジュールが同一の本体に 2台以上実

装されているときに発生します。 

MU183020A 28G/32Gbit/s PPG 

MU183021A 28G/32Gbit/s 4ch PPG 

MU183040A 28G/32Gbit/s ED 

MU183041A 28G/32Gbit/s 4ch ED 

MU183040B 28G/32Gbit/s High Sensitivity ED 

MU183041B 28G/32Gbit/s 4ch High Sensitivity ED 
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Version 項目(管理番号) 現象 

Ver.7.08.10 Setup Utilityにて、シ

ンセサイザのファー

ムウェアの更新が正

常にできず、モジュー

ルが認識できないこ

とがある。 

MX180000A V7.08.09をインストール後、Setup Utilityにてシ

ンセサイザのファームウェアをダウンロードすると、ファーム

ウェアの更新が正常にできず、シンセサイザが認識できない

ことがあります。 

この現象は、MU183020A/21A 32G PPG、および

MU183040A/B、41A/B 32G ED と以下のモジュールが同一

の本体に実装されているときに発生します。 

MU181000A/B Synthesizer 

MU181600A XFP 

MU181601A SFP 

MU181800A Distributor 

Ver.7.08.09 MT1810Aにおいて、

MU181000A/Bシン

セモジュールを認識

しないことがある。 

(CM808:32) 

本体MT1810Aに、MU181000A/Bシンセサイザを実装したと

き、モジュールを認識できず画面が表示されないことがあり

ます。 

不具合の対象機は以下のモジュールです。 

MU181000A/B Synthesizer 

MU181600A XFP 

MU181601A SFP 

MU181800A Distributor 

MU181040A/B 

の Self Testで Failが 

発生する項目が 

ある。 

（CM808：43） 

MU181040A/B を実装しセルフテストを実行すると，ハードウ

ェアに異常のないモジュール構成にもかかわらず，下記テス

ト項目で Fail となります。 

Clock Recovery 

Ver.7.08.07 電源起動時にデータ

が出力されないこと

がある。

(CM160807:70) 

電源起動直後に，MU183020A/21A 32G PPG のデータが正

常に出力されないことがあります。 

その際は、本体の電源を切り再起動してください。 

32G PPG長時間連

続運転でエラーが入

る(CM160808:20) 

MU183020A/21A 32G PPG を長時間連続運転すると，デー

タ出力にエラーが入ることがあります。 

32G ED Auto Search 

Coarseモードの修

正。 

 (CM160807:71) 

MU183040A/41A 32G EDの Auto Search Coarseモードにお

いて，入力振幅が大きい場合（2Vp-p 程度），Threshold方

向の最適点をサーチしないことがあります。 

MU181500Bの

SJ/SJ2の不具合 

 (CM160808:10) 

MU181500B の SJ/SJ2発生機能において、変調周波数

100M～250MHzのとき、変調量が設定値より10％程度小さく

なることがあります。 

12.5G ED CRオプショ

ンの自動測定不具

合 

(CM160808:05) 

MU181040A/B オプション 20 Clock Recoveryを実装し、

Recovered Clockを使用したとき、自動測定 Eyeダイアグラ

ム測定が正常に動作しないことがあります。 
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Version 項目(管理番号) 現象 

Ver.7.08.05 12.5G ED Auto 

Search Fineモード

の修正。 

(CM160807:69) 

MU181040A/B オプション 20 Clock Recoveryを実装し、

Recovered Clockを使用したとき、Auto Search Fineモードが

正常に動作しません。 

Ver.7.07.00 32G ED Auto Search 

Fineモードの修正。 

(CM160807:35) 

MU183040A/B，MU183041A/B 32G EDの Auto Search Fine

モードにおいて，Phase方向の最適点をサーチしないことが

あります。 

MP1825Bの出力振

幅不具合 

(CM160807:40) 

MP1825Bの Waveform Format設定を変更したとき、一瞬設

定値以上の振幅が出力されることがあります。 

Ver.7.04.00 Bathtub測定の 

Best Fit Line 算出式

の修正。 

(CM160804:79) 

Bathtub測定の Best Fit Lineの算出式を修正しました。 

Ver.7.03.00 Bathtub測定の 

不具合。 

(CM160805:05) 

Bathtub測定が予期せず途中で終了し， 

正常な測定結果が表示されないことがあります。 

Ver.7.02.00 MU181500Bの SSC

の不具合 

(CM160805:00) 

MU181500Bの Pattern Generator 設定を Full-rateに切り替

えると，Spread Spectrum Clock(SSC)の変調偏差が設定値

の 2倍印加されます。 

MU183020A/21Aの

シングルエラー付加

仕様変更 

(CM160805:02) 

MU183020A/21Aの Combination Settingが，2ch 

Combination, 4ch Combination のとき，Error Addition タブに

ある”Singleボタン”をクリックしたときの動作を，以下のよう

に変更しました。 

[変更前] Combinationしている Interface全てにエラーが入る

(ワンクリックで 2個，または 4個のエラーを付加する) 

[変更後]クリックされた Interfaceのみにエラーが入る(ワンク

リックで 1個のエラーを付加する)  

特定のリモートコマン

ドを繰り返すと応答

がなくなることがあ

る。 (CM160805:07) 

Auto Adjustを操作するリモートコマンドを繰り返すと， 

コマンドの応答がなくなることがあります。 

 

Ver.7.01.06 

 

 

 

特定の Waveform 

Formatで正常に

Emphasis されない。 

(CM160804:83) 

Waveform Format を 3Post-cursorまたは 2Pre-cursorに 

設定した状態で，Cursor2をマイナスに設定すると，出力波

形が正常に Emphasis されません。 

長時間のリモート運

転中にシステムダウ

ンすることがある。 

 (CM160804:89) 

リモート運転を長時間連続で行うと，アプリケーションがシス

テムダウンすることがあります。 

本現象は、下記モジュールを含む構成で発生する可能性が

あります。 

MU181020A/B 12.5G/14G PPG 

MU181040A/B 12.5G/14G ED 

MU183020A/21A 32G PPG 

MU183040A/41A 32G ED 
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Version 項目(管理番号) 現象 

Ver.7.01.01 MU181040A/B

の”Frame OFF”同期

不具合 

(CM160804:76) 

MU181040A/Bの Sync Controlを”Frame OFF”に 

設定した場合，正常に同期がとれないことがあります。 

 

Auto Search Fineモ

ードの再現性不具合 

(CM160804:66) 

Auto Search Fine を繰り返し測定した場合，測定結果が期

待値より大きく外れることがあります。 

MU181500B SJ設定

不具合 

(CM160804:80) 

PPG と組み合わせた状態で MU181500Bの SJ/SJ2 

Amplitude設定を変更すると，PPGのデータ出力にビットシフ

トが発生することがあります。 

Ver.6.03.01 

 

自動測定の ps単位

表示不具合。 

(CM160804:59) 

Auto Search測定，Eye Margin測定，Bathtub測定， 

Q測定の画面で，Phase Unitを[ps]に設定したとき，Phase

測定結果の小数点以下が表示されません。 

Ver.6.03.00 

 

設定ファイル互換性

の不具合。 

（CM160803:99） 

Ver.3.00.0xでセーブした PPG設定ファイルを， 

Ver.6.00.0xでオープンすることができません。 

Ver.6.02.00 

 

Bathtub測定の再現

性の不具合。

（CM160804:23） 

Bathtub測定を繰り返すと，基準の Threshold電圧値が変化

することがあります。このため，測定値が変化することがあり

ます。 

Eye Diagram測定を

特定の構成で実行す

ると，システムダウン

することがある。 

（CM160804:22） 

構成を 2ch Combinationに変更した直後に，Eye Diagram測

定を実行するとシステムダウンすることがあります。 

Ver.6.00.06 

 

MU181500B BUJ 

LPF設定不具合。 

（CM160803:90） 

MU181500B Jitter Modulation Source の BUJ Low Pass 

Filter設定において，500MHzフィルタ設定項目が，キャリア

周波数 4GHz付近で表示，非表示を繰り返し，正常に選択で

きないことがあります。 

Ver.6.00.05 Bathtub測定が完了

しない。

（CM160803:56） 

Bathtub測定が途中から進まず，十分な時間が経過しても

完了しないことがあります。 

PPGの出力パターン

が異常になる。 

（CM160803:69） 

表 1.2.1-3に示す Fのモジュール構成のとき，MU181020A/B 

PPGの出力パターンが正常に出力されないことがあります。 

パターンファイル読

み込み不具合。 

（CM160803:68） 

パターンファイル（.txt形式）の 1行あたりの文字数が一定数

（70 文字）を超えていると，MU181020A/B PPG，および

MU181040A/B EDで正常に読み込めません。 

Ver. 6.00.03 出力パターンにエラ

ーが入ることがある。

（CM160803:54） 

PRBSパターン以外のパターン種別において，

MU181020A/B PPGの出力パターンにエラーが入ることがあ

ります。 

Eyeマージン測定結

果がばらつくことがあ

る。 

（CM160803:53） 

MU181040A/B ED，または MU182040A/41A DEMUXを使用

して同一条件で Eyeマージン測定を繰り返すと，まれに測定

結果が大きくばらつく場合があります。 
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Version 項目(管理番号) 現象 

Ver. 5.04.02 特定の構成で出力パ

ターンにエラーが入

ることがある。 

表 1.2.1-2に示すA,B,C,J,およびKのモジュール構成のとき，

MU181020A/B PPGの出力パターンにエラーが入ることがあ

ります。 

Ch Syncモードでパタ

ーン発生位置がずれ

ることがある。 

（CM160803:42） 

MU181020A/B PPG の Pattern種別を Mixed Data，または

Mixed Alternateに設定し，パターンを編集後，Pattern種別

を PRBSに設定すると，Channel Synchronizationモードの出

力パターン発生位置がずれることがあります。 

Ver. 5.04.00 特定の構成で

Capture機能が正常

動作しないことがあ

る。 

（CM160803:11） 

表 1.2.1-3に示す Lまたは０のモジュール構成で 4ch 

Combination したとき，MU181040A/B EDの Capture機能が

正常に動作しないことがあります。 

EDの Auto Searchを

特定の構成で実行す

ると，システムダウン

することがある。 

(CM160803:10) 

表 1.2.1-3に示す Lまたは０のモジュール構成で 4ch 

Combination したとき，MU181040A/B EDで Auto Searchを

実行するとシステムダウンすることがあります。 

Ver. 5.03.01 MX180000A-x01,x02

Pre-Code, De-Code 

DQPSK不具合。 

（CM160802:73） 

MX180000A-x01 Pre-Code，MX180000A-x02 De-Codeの

DQPSKに不具合があり，正しく Pre-Code/De-Code されま

せん。 

Initializeを実行する

とアプリケーションが

システムダウンする。 

(CM160801:90) 

MU181040A/Bを実装した状態で，Initialize，Combination切

り替え，または Self Testを実行すると，アプリケーションがシ

ステムダウンすることがあります。 

Ver. 5.02.08 DEMUXのEyeマージ

ン結果が小さくなる。 

（CM160802：33） 

MU182040A/41A DEMUXの Eyeマージン測定において，

Phase方向の測定結果が小さく表示されることがあります。 

 

EDの Auto Search 

Fineモードが正常動

作しない 

（CM160802：19） 

MU181040A/B EDにおいて，入力データ設定を

Differential50Ω/100Ωにしたとき，Auto Search Fineモード

を実行すると正常動作しないことがあります。 

Ver. 5.02.05 MU181020A/B-013

の出力不具合 

（CM160801：63） 

MU181020A/B-013において，Cross Pointを 85.1%以上に設

定した場合，Data/XData Outputが正常に出力されない場

合があります。 

Ver. 5.02.04 Mixed Dataパターン

設定で，Errorが正常

に付加されない。 

（CM160801：58） 

MU181020A/Bにおいて，試験パターン Mixed Dataパターン

設定時，Error Additionタブでエラー付加 Areaの設定状態に

かかわらず，Error AdditionをONにすると，全Areaにエラー

が付加されます。 
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Version 項目(管理番号) 現象 

Ver. 5.01.01 MU182040A/41Aの 

Eye Margin測定不具

合。 

（CM160801：47） 

MU182040A/41A DEMUX の Eye Margin 測定で，Auto 

Search設定ONで測定を開始すると，Illegal errorを検出して

失敗終了する場合があります。 

エラーフリー時に EI

をカウントすることが

ある。 

（CM160801：43） 

MU181040A/B を 4 枚実装 し ， Combination 設定を

Independent にしたとき，エラーフリー状態にもかかわらず EI

をカウントする場合があります。 

2ch Combination時に

正常に測定再スター

トされないことがあ

る。（CM160801：39） 

MU181040A/B を 4 枚実装し，Combination 設定を 2ch 

Combination にしたとき，測定中に測定周期の設定を変更す

ると正常に測定再スタートされないことがあります。  

Ver. 5.00.04 Pattern Syncが正常 

に出力されないこと 

がある。 

（CM184303：70） 

MU181020A，MU181040Aにおいて，試験パターンを PRBS 

パターン，Pattern Sync Positionを大きい値に設定したあと 

に，試験パターンを Mixed Dataパターンに変更すると 

Pattern Syncが正常に出力されない場合があります。 

Defined Interfaceが 

正常に設定されない

ことがある。 

（CM184303：20） 

MU181020Aにおいて，Defined Interfaceを NECLに設定した 

とき，Amplitude 設定が正常に設定されない場合がありま

す。 

Data Input設定項目 

のファイル読み込み

異常（CM184303：19） 

MU181040Aにおいて，設定ファイルを読み込んだとき，Data  

Input設定項目が正常に設定されない場合があります。 

アプリケーション画面の設定値は正常ですが，内部設定値 

が画面表示と異なった設定であるため正常動作しません。 

Ver. 4.01.01 Auto Adjust実行後 

に Threshold値が 

正常に設定されない

場合がある。 

（CM160800：81） 

MU181040Aにおいて，Auto Adjust機能実行中に入力する 

データ信号の Offset値を大きく変更したあと Auto Adjust 

機能を Oｆｆにした場合，入力の Data Threshold値が正常に 

設定されない場合があります。 

Ver. 4.00.01 

 

Bathtub 測定の測定

ポイント数を最適化 

（CM160800：63） 

自動測定 Bathtub測定の位相方向測定ポイント数を最適 

化しました。これにより従来バージョンより測定時間を短縮し 

ました。また TJ，DJ，RJの算出方法を変更しました。 

Ver.4.00.00以前の測定結果ファイルを読み込んだ場合， 

TJ，DJ，RJの値は旧方式の算出結果を表示しますが， 

「Calculation Error Threshold」設定を変更すると Ver.4.00.01 

の算出方法で再計算し新方式の算出結果を表示します。 

Ver. 4.00.00 

 

Slot3または Slot4の 

MU181020A-002で 

Gating Outputが 

正常に出力されない 

場合がある。 

（CM160800：55） 

MP1800A/MT1810A-015で Slot3または Slot4に 

MU181020A-002を挿入し周波数を 8.8～9.0GHzに設定した 

とき，Gating Outputが正常に出力されない場合があります。 

この現象が発生した場合は，MU181020Aを Slot1に挿入し 

て Gating Outputを使用してください。 
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Version 項目(管理番号) 現象 

Ver. 3.00.02 エラーフリー状態で 

エラーブザー音が 

なる場合がある。 

（CM133800：76） 

MP1800A-015/MT1810A-015で Slot1，2または Slot1，2，3 

に MU181040Aのみを挿入し Errorブザーを ONに設定した 

場合，エラー有無にかかわらずエラーブザー音がなる場合 

があります。 

電源 ON時に Jitter 

出力が正常に出力さ 

れない場合がある。 

（CM160800：04） 

MU181000A/B-x01で Jitter Output を ON，Modulation  

Frequency を Hzまたは kHzに設定した状態で電源を 

OFF し，再度電源 ONにすると，Jitter出力が正常に出力 

されない場合があります。現象が発生した場合は 

Jitter Output のON/OFFを操作することで正常に出力する 

ことができます。 

MT1810A Unit2～4 

の Self Testで Failが 

発生する項目が 

ある。 

（CM160800：07） 

ハードウェアに異常のないモジュール構成にもかかわらず，

MT1810AのMain Frame IDを 2～4に設定した状態でセルフ

テストを実行すると下記テスト項目で Failとなる場合がありま

す。 

Frequency Coverage, Data Output, Pattern Test, 

Data Amplitude, Clock Recovery, Module Operation 

MT1810Aでセルフテストを行う場合は Main Frame IDを 1に 

設定してください。 

MU181020A-001の 

Aux Output設定が正 

常にバックアップされ 

ない場合がある。 

（CM160800：50） 

MU181020A-001の CMU Bit Rateの Frequency設定を kHz 

単位で設定しているとき，Aux Output 1/N Clockの設定値 

が正常にバックアップされません。1/N Clockを 64以上に設 

定してアプリケーションを再起動すると63と設定されてしまい 

ますので，手動で設定し直して下さい。 

MU181600Aで XFP 

モジュールを正常に 

認識しない。 

（CM160800：51） 

MU181600Aで弊社推奨の 850nm,1550nmのXFPモジュール 

を正常に認識しない場合があります。 

そのため，出力光波長が表示されません。 

Ver. 2.00.00 

 

設定ファイルの保存 

（CMN001） 

MX180000A File メニューの Save，Quick Saveで 

MU181020A，MU181040A設定を指定したフォルダに 

保存することができますが，指定フォルダ以外にも必要な 

Save情報が格納されます。 

通常使用時には問題ございませんが，機器設定を別機器に 

コピーする等の場合に指定したフォルダ内のファイルだけで 

は保存データを別機器で読み込むことができませんので 

ご注意ください。 

EDのClock設定がで

きなくなる 

(CMN122037：43) 

ED Clock Delayオプション(MU181040A-x30)を実装していな 

いとき，Clock Delayオプションなしでは応答しないリモート 

コマンド:INPut:CLOCk:CALibration を送信すると Clock設定 

画面がグレーアウトし操作ができなくなります。 
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Version 項目(管理番号) 現象 

Ver. 1.01.03 連続稼動時に 

Connection 

Disconnectエラーが 

発生する場合が 

ある。 

（CM122036：85） 

MU181040Aのみ，またはMU181000AとMU181040Aを実装 

した状態で連続稼動すると，約 12時間で 

Connection Disconnectエラーが発生することがあります。 

アラーム発生時に 

エラー発生のブザー 

がなる場合がある。 

（CM122037：00） 

アラーム・エラーのブザーにおいて，アラーム発生時に 

エラーブザーはマスクされますが，アラーム発生時でも 

エラーブザーがなる場合があります。 

既存製品 MP1632C 

のパターンファイルが

読めない場合が 

ある。(CM122037：29) 

既存製品 MP1632Cで作成したパターンファイルを読み込む 

ことができない場合があります。 

電源立ち上げ時に 

Aux outputが出力 

されない場合がある 

(CM122036：89) 

テストパターンをMixedパターン，Aux outputを Pattern Sync 

に設定した状態で電源を立ち上げると，Aux outputが出力さ 

れません。その場合は Aux outputの設定を 1/N Clockに変 

更後，再度 Pattern Syncに設定すると Aux outputが出力さ 

れます。 

リモートコマンドに 

よるスレッショルド 

設定値がずれる。 

(CM122036：94) 

リモートコマンド:INPut:DATA:THReshold でマイナスの値を 

設定すると，設定される値が 0.001Vずれます。 

リモートコマンドで 

キャプチャ状態を 

問合せるとアプリが 

異常終了する場合が 

ある。(CM122037：21) 

リモートコマンドでキャプチャを実行後， 

リモートコマンド:SENSe:CAPTure:ACQuisition:STATe?  

でキャプチャ状態を問合せるとアプリが異常終了する場合が 

あります。 

 本体起動後，リモート 

制御で Sequenceの 

Match Pattern設定 

ができない場合があ

る。（RMT001） 

MX180000Aで Initialize後 MP1800A/MT1810A を再起動し， 

ED Pattern画面の Test Pattern設定で Sequenceを選択し， 

Match Pattern Condition画面を表示させずにリモート制御 

コマンドでMatch Patternを設定した場合，正常に設定できな

い場合があります。その場合は Match Pattern Condition画

面を一度表示させ，OKボタンにより，画面を閉じた後 

リモート制御を行ってください。 

また，SequenceパターンBlockを追加した場合は必ず追加し 

た Blockの Match Pattern設定を行ってください。 
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2 既知の不具合 

Version 項目(管理番号) 現象 

Ver. 8.04.02 14G PPG を 3台使用し

て 2ch Combinationに設

定すると Main 

Applicationが起動しな

い。 

MU181020B 14Gbit/sパルスパターン発生器を 3台使用

し、Combination Settingを 2ch Combinationに設定すると、

MX180000A Main Applicationが正常に起動しなくなります。 

「1.2.1PPG,EDの挿入位置制限」の表 1.2.1-2に示すケース

E と Kにて現象が発生します。現象が発生したときは、

Setup Utilityを起動し、Help タブから Initializeボタンを押し

てください。 

Ver. 7.04.00 周波数変更時に出力パ

ターンのビットがずれる

ことがある。 

MU183020A 32G PPGをモジュール間Synchronizationモー

ドで使用しているとき、MU183021A 32G 4ch PPGを

Combinationまたは Channel Synchronizationモードで使用

しているとき、周波数を変更すると Channel間の出力パタ

ーンのビットがずれることがあります。 

その際は、Data1～4のDelay Calibrationボタンをクリックす

ることでビットずれを解消できます。 

Ver. 7.03.00 Combination、Mixedパタ

ーン設定時に同期が 

とれないことがある。 

MU181040A/B EDにて、2ch/4ch Combinationで Mixedパ

ターンを設定したとき、同期がとれない場合があります。 

Ver. 5.04.02 本体オプション

MP1800A-14にて， 

6Gbit/s以下で Sync 

Lossになる場合がある。 

（CM160802:90） 

本体オプションMP1800A-14を 6 Gbit/s以下のビットレート

で使用すると，Sync Lossになる場合があります。 

その場合は，MU181040A/B EDの Auto Sync設定の

ON/OFFを切り替えることで再同期することができます。 
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3 追加機能 

下記に各バージョンにおける追加機能について示します。 

Version 項目 機能 

Ver. 8.07.05 MU181500B の SSC

変調量を拡張 

MU181500B ジッタ信号源の SSC変調量の最大値を

5300ppmから 7000ppmに拡張しました。 

 

32G PPG、32G ED、

G0374A 用の PAM4

パターンファイルを追

加 

MU18302ｘA 32G PPG と MU18304ｘB 32G High sensitivity 

ED、および G0374A にて使用する PAM4 信号の発生/BER

測定用パターンファイルを追加しました。追加したパターンは

以下です。 

SSPRQ［D3_4］（IEEE802.3ｂｓ draft D3.4準拠） 

パターンファイルの使用方法は、MU18302xA 32G PPG取説 

付録G、またはMU18304ｘB 32G High sensitivity ED取説 付

録 Fを参照してください。 

Ver. 8.05.00 32G PPGの

Amplitude、Offset設

定状態を問い合わせ

コマンドを追加 

MU18302ｘA 32G PPGの Amplitude設定コマンドと Offset設

定コマンドの設定状態問い合わせコマンドを追加しました。 

追加したコマンドは以下です。 

・32G PPG用コマンド 

:OUTPut:CHANge:CSTate? 
Amplitudeまたは Offsetのハード設定が変更途中は“1”を、

ハード設定が完了したら“0”を返します。 

Ver. 8.04.01 32G PPG、32G ED 

Dataパターン設定用

リモートコマンドの設

定範囲を拡張 

MU18302ｘA 32G PPGとMU18304ｘB 32G High sensitivity ED

の Data, Mixed-Dataパターン設定コマンドの設定範囲を

16,384bytesから 16,777,216bytesに拡張しました。 

拡張したコマンドは以下です。 

・32G PPG用コマンド 

:SOURce:PATTern:BDATa:WHOLe 
:SOURce:PATTern:BDATa:WHOLe? 
:SOURce:PATTern:MIXData:BDATa:WHOLe 
:SOURce:PATTern:MIXData:BDATa:WHOLe? 
・32G ED用コマンド 

:SENSe:PATTern:BDATa:WHOLe 
:SENSe:PATTern:BDATa:WHOLe? 
:SENSe:PATTern:MIXData:BDATa:WHOLe 
:SENSe:PATTern:MIXData:BDATa:WHOLe? 
:SENSe:PATTern:MASK:BDATa:WHOLe 
:SENSe:PATTern:MASK:BDATa:WHOLe? 
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Ver. 8.04.00 32G PPG、32G ED用

のPAM4パターンファ

イルを追加 

MU18302ｘA 32G PPGとMU18304ｘB 32G High sensitivity ED

にて使用する PAM4信号の発生/BER測定用パターンファイ

ルを追加しました。追加したパターンは以下です。 

・32G PPG用 非線形 PAM4発生用パターン 

 PRBS7、PRBS9、PRBS10、PRBS11、PRBS15、PRBS20  

 PRQS10、SSPR  

・32G PPG用 PAM4、および非線形 PAM4発生用パターン  

 QPRBS13―CEI、GrayQPRBS13―CEI、  

 QPRBS13-IEEE100GBASE-KP4_Lane0-3  

 GrayQPRBS13-IEEE100GBASE-KP4_Lane0-3  

 GrayPreQPRBS13-IEEE100GBASE-KP4_Lane0-3  

 Transmitter_Lenearity  

 GrayPRBS7、GrayPRBS9、GrayPRBS10、GrayPRBS11 

 GrayPRBS15、GrayPRBS20、GrayPRQS10、GraySSPR  

・32G ED用 PAM4 BER測定用パターン 

 QPRBS13―CEI、GrayQPRBS13―CEI、  

 QPRBS13-IEEE100GBASE-KP4_Lane0-3  

 GrayQPRBS13-IEEE100GBASE-KP4_Lane0-3  

 GrayPreQPRBS13-IEEE100GBASE-KP4_Lane0-3  

 Transmitter_Lenearity  

 GrayPRBS7、GrayPRBS9、GrayPRBS10、GrayPRBS11 

 GrayPRBS15、GrayPRBS20、GrayPRQS10、GraySSPR 

パターンファイルの使用方法は、MU18302xA 32G PPG 取説 

付録G、またはMU18304ｘB 32G High sensitivity ED取説 付

録 Fを参照してください。 

MP1825B Emphasis

の改善 

MP1825B Emphasisに以下の機能を追加しました。 

・設定ファイル保存機能の改善。Co-efficient プリセットテー

ブルを設定ファイル保存機能（Quick Save/Save）の対象にし

ました。 

・Adjust機能の改善。ジッタ付加時のAdjust機能を最適化す

るため、ジッタ設定を自動 ON/OFF制御します。 

32G ED PAM BER測

定の改善 

MU18304xB 32G High sensitivity EDの PAM BER測定に以

下の機能を追加しました。 

  ・3Eye Serialモードに Repeat測定機能を追加。 

・3Eye Serialモードに Middle Eyeの Phase値で測定する

機能を追加。 

32G ED Eye Contour

測定に PAM4 モード

を追加 

MU18304xB 32G High sensitivity ED の Eye Contour測定に

PAM4測定モードを追加しました。 

これにより PAM4信号の 3Eye（Upper/Middle/Lower）の同時

測定ができます。 

Ver. 8.02.03 MP1825B Emphasis 

に PCIe 用プリセット

ファイルを追加 

MP1825B Emphasisの Co-efficient設定に、PCIe Gen3用プ

リセットファイルを追加しました。 

32G ED Eye Contour

に Mask 判定機能を

追加 

MU183040A/B,MU183041A/B 32G EDの Eye Contour測定

に Mask判定機能を追加しました。 
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32G ED 自動測定の

改善 

MU18304xA/B 32G EDの自動測定が Differential100Ω入力

に対応しました。対応する自動測定は以下です。 

・Eye Margin 

・Eye Diagram 

・Bathtub 

・Q Analysis 

・Eye Contour 

32G ED PAM BER測

定の改善 

MU18304xB 32G High sensitivity ED の PAM BER測定に、

ThresholdとPhaseのマニュアル設定機能を追加しました。こ

れにより各 Eye の BER 測定ポイントの微調整が可能になり

ます。 

ESD/EOS Video再生

機能の追加 

ソフトウェア起動時に、ESD/EOS 対策を説明するビデオを再

生する機能を追加しました。 
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Version 項目 機能 

Ver. 8.02.01 MP1825B Emphasis 

にリモートコマンドを

追加 

MP1825B Emphasisに、32G PPG と連動したときの Clockレ

ートを切り替えるコマンドを追加しました。 

:SYSTem:INPut:CRATe 
:SYSTem:INPut:CRATe?  

32G PPG、32G ED用

の4PAMパターンファ

イルを追加 

MU18302ｘA 32G PPGとMU18304ｘB 32G High sensitivity ED

にて使用する 4PAM信号の発生/BER測定用パターンファイ

ルを追加しました。追加したパターンは以下です。 

PRBS13Q 、 GrayPRBS13Q 、 PRQS10 、 SSPR 、 JP03A 、

JP03B、Squarewave 

パターンファイルの使用方法は、MU18302xA 32G PPG 取説 

付録G、またはMU18304ｘB 32G High sensitivity ED取説 付

録 Fを参照してください。 

32G PPG に規格ビッ

トレートのクイック設

定を追加 

MU18302xA  32G PPG に規格ビットレートのクイック設定機

能を追加しました。規格を選択することで対応するビットレー

トを設定できます。 

カスタマイズ画面に

機能を追加 

カスタマイズ画面に設定ファイル機能を追加しました。カスタ

マイズした設定項目をファイル Save/Openできます。 

また、以下のプリセットファイルを追加しました。 

Clock Setting （ジッタと 32G PPGの連動）  

Jitter_Emphasis_BER （ジッタ、Emp、32G ED Resultの表示） 

32G ED に 4PAM 信

号の BER 測定機能

を追加 

MU18304xB 32G High sensitivity EDに 4PAM信号のBER測

定機能を追加しました。 

ED 1chまたは 3chを使用して 4PAM信号のトータル BER測

定ができます。 

MU181500B ジッタ信

号源の RJ 変調機能

を改善 

MU181500B ジッタ信号源の RJ 変調機能に、p-p/rms 変換

係数の設定を追加しました。 

32G ED に  Eye 

Contour機能の追加 
MU183040A/B,MU183041A/B 32G EDに Eye Contour機能

を追加しました。 

Eye Diagram と比べて測定時間を短縮し、Estimate方法の改

善により測定精度を向上しました。 

32G ED の PAM 

Auto Search 機能を

改善 

MU18304xB 32G High sensitivity EDの 4PAM Auto Search

機能が Differential入力に対応しました。 

32G ED 自動測定に

PAM Auto Searchを

追加 

MU18304xB 32G High sensitivity EDの各自動測定に PAM 

Auto Search機能を追加しました。  

Eye Margin、Eye Diagram、Bathtub、Q Analysisの各画面か

ら PAM Auto Search設定が可能です。 
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Version 項目 機能 

Ver.8.00.02 32G PPG の Multi 

Channel機能を改善 

MU18302xA 32G PPGのMulti Channel Calibration機能を一

部変更，改善しました。 

外部シンセサイザを使用する際，従来は16.05GHｚのクロック

が必要でしたが，12.5GHz までのクロックでキャリブレーショ

ンができるようになりました。 

14G PPG の Multi 

Channel Calibration

機能を改善 

 

MU181020B 14G PPGのMulti Channel Calibration機能を一

部変更，改善しました。 

14G PPGとMU181000A/B 12.5Gシンセサイザを同一の本体

に実装しているとき，12.5Gbit/s までのキャリブレーションが

自動実行できるようになりました。 
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Version 項目 機能 

Ver.8.00.01 対応モジュールの 

追加 

対応モジュールに下記モジュールを追加しました。 

MP1861A 56G/64G bit/s MUX 

MP1862A 56G/64G bit/s DEMUX 

Ver.7.10.01 オプション 

MP1800A-x07 を 追

加 

MP1800Aに下記のオプションを追加しました。 

MP1800A-x07 OS Upgrade to Windows7 

Ver.7.09.02 MU181500B 

ジッタ信号源の機能

追加 

MU181500Bの SJ、SSCの動作範囲を拡張しました。 

ジッタの最大発生量は以下のようになります。 

SJ（MU18202ｘA 32G PPG連動時） 

50UI →2000UI＠10Hz～0.1MHz 

50UI →200UI＠0.1M～1MHz 

10UI→16UI@1M～10MHz 

0.55UI→1UI＠10M～250MHｚ 

SSC 

 5000ppm →5300ppm 

 34kHz →37kHz 

MP1825B 4 タップ 

エンファシスの 

機能追加 

Coefficient設定を追加しました。 

これにより各規格に準拠した De-Emphasis 波形を出力でき

ます。 

既存の Pre-Emphasis,De-Emphasis 設定と切り替えが可能

です。 

MU183040A/B  32G 

EDの機能追加 

MU183040A/B,MU183041A/B  32G ED に 、 PAM Auto 

Search機能を追加しました。 

これにより 4PAM 信号の最適スレッショルド、最適位相のサ

ーチができます。 

MU183040A/B,MU183041A/B  32G ED に、自動測定 Q 

Analysis機能を追加しました。 

Ver.7.08.07 MP1800A, MT1810A

に挿入可能なモジュ

ールの組み合わせを

追加 

MP1800A/MT1810A-15にMU183020Aを4枚実装可能とし、

CH Sync機能も可能としました。 

実装が可能なスロットについては「1.2.3 32G PPG,EDの挿入

位置制限」，および「1.2.4 PPG,ED と 32G PPG, EDの同時実

装制限」を参照してください。 

 

MP1825B 4 タップ 

エンファシスの 

機能追加 

以下の Waveform Formatで 

Cursor1をマイナスに設定できる機能を追加しました。 

1Post/1Pre-cursor 

MP1825B が MU183020A/21A が 連 動 し 、 か つ

MU183020A/21A がディレイ (オプション x30/31) を実装し

ている場合は，Data/Clock Adjustment機能を使用して入力

するデータとクロックの位相差を自動調整できます。このとき

MP1825B-04 データ位相可変，MP1825B-006 32.1Gbit/s 

拡張は不要です。 
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Version 項目 機能 

Ver.7.08.04 オプション 

MU183040B/41B-22

/23を追加 

MU183040B/41B 32G ED に下記のオプションを追加しまし

た。 

MU183040B/41B-22 2.4G to 28.1G Clock Recovery 

MU183040B/41B-23 25.5G to 32.1G Clock Recovery 

32G PPG、32G EDの

機能追加 

MU183020A/21A 32G PPG 、 MU183040A/41A 、

MU183040B/41B 32G EDにグルーピング機能を追加しまし

た。 
グルーピング機能により 32G PPG/ED の複数 CH の

Output/Input、Pattern設定を一括設定できます。 

Ver.7.07.00 MP1825B 4 タップ 

エンファシスの 

機能追加 

De-Emphasis設定を追加しました。 

Waveform Formatは以下をサポートします。 

1Post/1Pre-cursor 

既存の Pre-Emphasis設定と切り替えが可能です。 

Pre-Emphasis設定 Waveform Formatに 1Post/2Pre-cursor

を追加しました。 

Cursor設定単位の切替機能を追加しました。 

設定単位：dB、Vp-p、％ 

MU183020A/21A 

32G PPGの 

機能追加 

Half Period Jitter機能を追加しました。 

これにより Half Period Jitter（アイパターンの位相方向の幅）

の調整が可能となります。 

MU181500B 

ジッタ信号源の機能

追加 

SJ、SJ2の設定分解能を変更しました。 

以下の変調周波数（Fm）における設定分解能を 0.00xUI設定

へ変更しました。 

 10kHz≦Fm≦1MHｚ       0.ｘUI →0.00ｘUI 

 1.000 001MHz≦Fm≦10MHｚ 0.0ｘUI →0.00ｘUI 

X=1or2or4 

Ver.7.06.02 対応モジュールの 

追加 

対応モジュールに下記モジュールを追加しました。 

MU183040B 28G/32G bit/s High Sensitivity ED 

MU183041B 28G/32G bit/s 4ch High Sensitivity ED 

オプション 

MP1825B-006を追

加 

MP1825B 4 タップエンファシスに下記のオプションを追加しま

した。 

MP1825B-006 32.1Gbit/s 拡張 

MP1825B が MU183020A/21A が 連 動 し 、 か つ

MU183020A/21A がディレイ (オプション x30/31) を実装し

ている場合は，Data/Clock Adjustment機能を使用して入力

するデータとクロックの位相差を自動調整できます。このとき

MP1825B-04 データ位相可変は不要です。 

複数の MP1800A間

の出力パターン同期

機能(32G Unit Sync

機能)を追加 

MU183020A，MU183021A を実装した MP1800A を 2 台使用

することで，最大 16ch の同期した信号を出力することが可

能になりました。 
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Version 項目 機能 

Ver.7.04.00 Multi Channel  

Calibration機能を 

追加(32G PPG用) 

MU183020A/21Aを使用した Multi Channel機能や 

モジュール間同期機能を最適な状態で使用するための 

Calibration機能を追加しました。 

 

MP1800A, MT1810A

に挿入可能なモジュ

ールの組み合わせを

追加 

MU181020A/B, MU181040A/B, MU183020A/40A を同一の

MP1800A, MT1810Aに実装可能となりました。 

実装が可能なスロットについては「1.2.4 PPG,ED と 32G PPG, 

EDの同時実装制限」を参照してください。 

 

ユーザカスタマイズ

の対応モジュールを

追加 

ユーザカスタマイズで以下のモジュールを操作することが 

可能となりました。 

MU181500B,  

MU183020A/21A/40A/41A 

 

Bathtub測定の 

機能追加 

Bathtub測定結果に，J2, J9を表示する機能を 

追加しました。 

 

Ver.7.03.00 MU183040A/41Aの 

機能追加 

MU183040A/41Aに，Capture機能を追加しました。 

試験パターンの取り込み および 解析が可能になります。 

MU183020A/21Aの 

機能追加 

MU183020A/21A に，出力 Data Bitrate に対して，1/4 の

Clock Frequencyで動作する機能を追加しました。 

Clock Sourceを Externalに設定した時， 

”6.25 to 8.025 GHz”のクロックで， 

”25 to 32.1 Gbit/s”のビットレートで動作できます。 

Ver7.02.00 MU181500Bに 1/4 

クロックモードを 

追加 

MU181500Bに 1/4レートクロックモード（Quarter-rate Clock）

設定を追加しました。これにより 1/4 レートクロックで動作す

るパターン発生源にジッタ付加が可能になります。 

Ver.7.01.01 対応モジュールの 

追加 

対応モジュールに下記モジュールを追加しました。 

MU183021A 28G/32G bit/s 4ch PPG 

MU183041A 28G/32G bit/s 4ch ED 

Ver.7.00.06 対応モジュールの 

追加 

対応モジュールに下記モジュールを追加しました。 

MU183020A 28G/32G bit/s PPG 

MU183040A 28G/32G bit/s ED 

Ver.6.03.00 MP1825B 4 タップ 

エンファシスの 

機能追加 

以下の Waveform Formatで 

Cursor2をマイナスに設定できる機能を追加しました。 

2Post/1Pre-cursor 

3Post-cursor 

2Post-cursor 

DUT の特性に応じて，最適なエンファシス設定値を計算する

機能を追加しました。 

設定値の計算にはDUTのSパラメータファイルが必要となり

ます。 

Waveform Formatに 2Pre-cursorを追加しました。 
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Version 項目 機能 

Ver.6.02.00 制御 PC 動作保証環

境の使用 OS として

Windows 7に対応 

制御 PCの OS として Windows 7を追加しました。 

自動測定の測定時間

を短縮 

MU181040A/B ED，および MU182040A/41A DEMUXの自動

測定（Eye マージン測定，Eye ダイアグラム測定，Bathtub 測

定）の各測定シーケンスを見直し，測定時間を短縮しまし

た。 

Ver.6.00.00 対応モジュールの 

追加 

対応モジュールに下記モジュールを追加しました。 

MU181500B ジッタ変調源 

MP1825B 4 タップエンファシス 

オプション 

MU182020A/21A-00

3,MU182040A/41A-0

03を追加 

MU182020A 25Gbit/s 1ch MUX，MU182021A 25Gbit/s 2ch 

MUX ， MU182040A 25Gbit/s 1ch DEMUX ， お よ び

MU182040B 25Gbit/s 2ch DEMUXに下記のオプションを追

加しました。 

MU182020A-003 28.1Gbit/s 拡張 

MU182021A-003 28.1Gbit/s 拡張 

MU182040A-003 28.1Gbit/s 拡張 

MU182041A-003 28.1Gbit/s 拡張 

Auto Search Fine モ

ードの測定シーケン

スを最適化 

MU181040A/B ED ， MU182040A/41A DEMUX の Auto 

Search 機能 Fine モードの測定シーケンスを見直し，入力デ

ータの振幅が小さい場合でも最適電圧スレッショルド，最適

位相をみつけることができるようになりました。 

Ver.5.04.00 Multi Channel  

Calibration機能を 

追加 

MU181020A/B PPG を 複 数 台 使 用 し た Channel 

Synchronization機能やCombination機能を最適な状態で使

用するための Calibration機能を追加しました。 

Ver.5.03.01 複数の MP1800A 間

の出力パターン同期

機能(Unit Sync機能)

を追加 

MU181020A/Bを実装した MP1800Aを 4台使用することで，

最大 16ch の同期した信号を出力することが可能になりまし

た。 

リモート制御コマンド

を追加 

以下のリモート制御コマンドを追加しました。 

各モジュールの画面とタブの切り替えを行うコマンド 

:DISPlay:ACTive 

MU181040A/BおよびMU182040A/41Aの Resultタブにある

表示項目を切り替えるコマンド 

:SENSe:DISPlay:SETTing 

:DEMux:DISPlay:SETTing 

 

コマンドの使用方法は，MX180000A 制御ソフトウェア リモ

ートコントロール取扱説明書(M-W2799AW)を参照してくださ

い。 
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Version 項目 機能 

Ver.5.02.08 リ モ ー ト 制 御 

Ethernet インタフェー

スに Enhancedモード 

（高速処理モード）を

追加 

リモート制御 Ethernet インタフェースに Enhanced モード（高

速処理モード）を追加しました。Setup Utilityの Remote  

Control タブで Ethernetを選択すると，Normalモード（従来モ

ード）と Enhanced モード（高速処理モード）を選択することが

できます。 

Enhanced モードを選択し，Apply ボタンを押すと，Main 

Application 起動時に Enhanced モードが有効になり，

Ethernet インタフェースを用いたリモート制御処理が速くなり

ます。 

オプション 

MU181020B-003,MU

181040B-003を追加 

MU181020B 14Gbit/s PPG，およびMU181040B 14Gbit/s ED

に下記のオプションを追加しました。 

MU181020B-003 14.05Gbit/s 拡張 

MU181040B-003 14.05Gbit/s 拡張 

Ver.5.02.04 MX180000A-x01,x02

Pre-Code, De-Code 

オプションを追加 

オプション MX180000A –x01 Pre-Code, x02 De-Codeを追加

し，対応するリモートコマンドを追加しました。 

これにより，Pre-Code データの発生，Pre-Code データの

De-Codeができるようになりました。 

Ver.5.01.01 オプション 

MU181020A/B-x13

のクロスポイント設定

範囲を拡張 

オプション MU181020A/B-x13 のクロスポイント設定範囲上

限を 85％→90％に拡張しました。 

 

MU181020Aのデータ

出力オプションがな

い場合の出力

ON/OFF制御を変更 

 

MU181020A のデータ出力オプションがない場合の出力

ON/OFF制御を以下のように変更しました。 

変更前：ON/OFF機能なし 

変更後：ON/OFF機能追加。ただし，OFF時は all 0パターン

を出力。 

Ver.5.00.04 対応モジュールの 

追加 

対応モジュールに下記モジュールを追加しました。 

MU181020B 14Gbit/sパルスパターン発生器， 

MU181040B 14Gbit/s誤り検出器， 

MU182020A 25Gbit/s 1ch MUX， 

MU182021A 25Gbit/s 2ch MUX， 

MU182040A 25Gbit/s 1ch DEMUX， 

MU182041A 25Gbit/s 2ch DEMUX， 

MU181800B 14GHz クロック分配器 
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Version 項目 機能 

Ver. 4.01.00 MU181020Aの 

データ出力オプション

を追加 

オプション MU181020A-x13 (データ出力(0.5～3.5Vp-p)）を 

追加し，対応するリモートコマンドも追加しました。 

EDクロックリカバリ 

周波数の設定分解能 

を変更 

MU181040A-001または MU181040A-x20のクロックリカバリ 

周波数の設定分解能を 2 MHｚから 1 kHzへ変更しました。 

また，規定周波数の設定周波数も kHz単位の表示に変更し 

ました。 4．使用上の注意を参照してください。 

Ver. 4.00.00 対応モジュールに 

MU181620A と 

MU181640Aを追加 

対応モジュールに MU181620A ストレスドアイトランスミッタと 

MU181640Aオプティカルレシーバを追加しました。 

Ver. 3.00.00 対応モジュールに 

MU181000Bを追加 

対応モジュールに MU181000B 12.5GHz 4ポートシンセサイ 

ザを追加しました。 

MU181000A/Bの 

ジッタ変調オプション

を追加 

オプション MU181000A/B-x01 (ジッタ変調)を追加し，対応 

するリモートコマンドも追加しました。これによりジッタ発生が

できるようになりました。 

PPG，EDに Jitter 

Input On/Off機能を 

追加 

シンセサイザのジッタ発生機能追加に伴って，PPG，EDに 

Jitter Input On/OFF機能と対応するリモートコマンドを追加 

しました。 

この機能は MU181020A-x30/ MU181040A-x30 

(Data/ Clock Delayオプション)があるときのみ有効です。 

Setup Utilityに 

PPG，EDの FPGA 

ダウンロード機能を 

追加 

Setup Utilityに PPG，EDの FPGAダウンロード機能を追加し 

ました。バージョンアップ時に PPG，EDの FPGAを 

ダウンロードすることができます。 

Ver. 2.00.00 PPG,EDの複数実装 

に対応 

 

PPG,EDモジュールの複数実装が可能になりました。 

これにより Channel Synchronization機能， 

4Ch Combination機能が使用できるようになりました。 

Ver. 1.01.03 

Ver. 1.01.02 

Self Testに 

Frequency Coverage  

Testを追加 

Self Testに全周波数帯でエラーフリーを確認する試験 

（Frequency Coverage Test）を追加しました。 

Ver. 1.01.01 リモート制御 GPIB 

イ ン タ フ ェ ー ス に

Enhancedモード 

（高速処理モード）を

追加 

リモート制御 GPIBインタフェースに Enhancedモード（高速 

処理モード）を追加しました。Setup Utilityの Remote  

Control タブで GPIBを選択すると，Normalモード（従来モー 

ド）と Enhancedモード（高速処理モード）を選択することがで 

きます。 

Enhancedモードを選択し，Applyボタンを押すと，Main  

Application起動時に Enhancedモードが有効になり，GPIB 

インタフェースを用いたリモート制御処理が速くなります。 
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4 使用上の注意 

下記に各バージョンにおける使用上の注意事項について示します。 

4.1 Ver. 1.00.00 以降 

4.1.1 Ver. 1.00.00 以降と Ver. 0.00.xx との設定ファイルの互換性 

MP1800A／MT1810Aの制御ソフトウェアである MX180000A の Ver. 0.00.xxで保存した設定 

ファイルを Ver. 1.00.00以降で読み込む場合，以下の制限がありますので注意してください。 

① Ver. 0.00.19以前のバージョンで保存した設定ファイルを Ver. 1.00.00以降で読み込む場合 

 読み込み 

可能 

備考 

1) 通常 Save設定ファイル －  

 MU181000A 可  

 MU181020A 不可  

 MU181040A 不可  

 MU181600A 可  

 MU181601A 可  

2) Quick Save設定ファイル 不可  

3) 試験パターンファイル － 試験パターンファイルは PPG,ED の各 Pattern 

Editor画面から Save します。 

 Dataパターン 可  

 Alternateパターン 可 PPGのみ対象。 

 Mixed－Dataパターン 可 Row Lengthが 768 bit未満の場合，768 bitに変 

更されます。また，Row Lengthと Data Lengthの 

差が 256 bit未満の場合，差が 256 bitになる 

ように Row Length，Data Lengthが 

変更されます。 

 Mixed－Alternateパターン 可 PPGのみ対象。 

Row Lengthが 768 bit未満の場合，768 bitに変

更されます。また，Row Lengthと Data Lengthの

差が 256 bit未満の場合，差が 256 bitになるよ

うに Row Length，Data Lengthが変更されます。 

 Sequenceパターン 未対応 Ver. 1.00.00以前のバージョンでは，Sequence 

パターンの機能は対応しておりません。 
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② Ver. 0.00.20以降のバージョンで保存した設定ファイルを Ver. 1.00.00以降で読み込む場合 

 読み込み 

可能 

備考 

1) 通常 Saveファイル －  

 MU181000A 可  

 MU181020A 可 1) Ver. 1.00.00 以降へバージョンアップの際，上

書きインストールではなく，アンインストールを

実行し，全てのファイルを削除した場合，設定

ファイルからの読み込みができなくなりますの

で，注意してください。 

2) Misc画面の Pattern Sequenceの Burstモー

ドにおいて設定する Enable Period と Burst 

Cycle との差が 512 bit 未満の場合，512 bit

に変更されます。 

 MU181040A 可 

 MU181600A 可  

 MU181601A 可  

2) Quick Saveファイル 可 1) モジュール，オプション構成が全て一致して

いないと読み込みできません。 

2) Ver. 1.00.00 以降へバージョンアップの際，上

書きインストールではなく，アンインストール

を実行し，全てのファイルを削除した場合，設

定ファイルからの読み込みができなくなりま

すので，注意してください。 

3) Misc画面の Pattern Sequenceの Burstモー

ドにおいて設定する Enable Period と Burst 

Cycle との差が 512 bit未満の場合，512 bit

に変更されます。 

3) 試験パターンファイル － 試験パターンファイルは PPG,ED の各 Pattern 

Editor画面から Save します。 

 Dataパターン 可  

 Alternateパターン 可 PPGのみ対象。 

 Mixed－Dataパターン 可 Row Lengthが 768 bit未満の場合，768 bitに変

更されます。また，Row Lengthと Data Lengthの

差が 256 bit未満の場合，差が 256 bitになるよ

うに Row Length，Data Lengthが変更されます。 

 Mixed－Alternateパターン 可 PPGのみ対象。 

Row Lengthが 768 bit未満の場合，768 bitに 

変更されます。 

また，Row Length と Data Lengthの差が 256 bit

未満の場合，差が 256 bitになるように 

Row Length，Data Lengthが変更されます。 

 Sequenceパターン 未対応 Ver. 1.00.00以前のバージョンでは，Sequence 

パターンの機能は対応しておりません。 
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4.1.2 Q Analysis 測定機能を使用する際の注意事項 

Q Analysis測定機能の Phase vs Q測定において，Auto Searchを OFFで実行した場合，

Measurement Rangeで指定した領域の中心位置から測定を開始します。測定が開始されると,

内部処理は最初の測定ポイントから Eye Margin測定を開始しますが，この測定ポイントで指定

した Error Threshold以上のエラーを検出した場合，Eye Margin測定が失敗となる仕様としており

ますので注意してください。Eye Margin測定が失敗した場合は，Measurement Rangeで Start位

置の設定を変更して本測定を開始するようにお願いします。 

 

4.1.3 ファイルの名前変更についての注意事項 

MP1800A/MT1810Aで保存した各設定ファイル，パターンファイルの名前を変更すると，ファイル

を正常に読み込むことができなくなります。ファイルの名前変更は行わないでください。 

 

4.1.4 リモート操作時の LANケーブル接続断についての注意事項 

MP1800Aを LANインタフェースでリモート制御 PCからリモート制御しているとき（あるいは

MT1810Aの制御 PCに対して，Ethernetでリモート制御を行う場合でかつリモート制御 PC との

間に Hubを含む場合），意図せず LANケーブルが抜けるなどして接続が切れてしまうと，ケーブ

ルを再接続してもリモート制御ができなくなることがあります。その場合は MP1800A正面パネル

の Remote/Localボタンを押すか，それでも再接続できない場合はメインアプリケーションを一度

終了し，Selector画面から再度立ち上げてください。 

 

4.1.5 GPIB による本体 2台以上の接続についての注意事項 

GPIBで MP1800Aを 2台以上接続したとき，お使いの GPIBカードのバージョンによっては接続

された MP1800A 2台を認識できなくなる場合があります。この場合，以下の手順に従い，各

MP1800Aで以下の設定を変更してください。 

1) MP1800AのWindows XPのStartメニュー→Programs→National Instruments→Measurement 

& Automationをクリックします。 

2) MAX画面が表示されるので，Devices and Interfacesに Tree表示される

GPIB1(AT-GPIB/TNT)で右クリックし，Properties…をクリックします。 

3) GPIB Configuration画面が表示されるので，GPIB Boardで GPIB1をクリックし，Configureボ

タンをクリックします。 

4) Configure画面が表示されるので，Software>> ボタンをクリックし，画面上の System 

Controller のチェックを外してください。OKボタンにより，画面をクローズします。 
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4.1.6 MP1800Aの電源 OFF についての注意事項 

MP1800Aを終了させるために，Powerボタンを押すと，Windowsは終了し，通常は，画面は暗く 

なるとともに，背面 FANが停止しますが，まれに正面パネルの Powerボタンが点灯，背面の 

FANが稼動したままとなる場合があります。この現象が発生した場合，正面パネルの Power 

ボタンが 4秒以上押しつづけると，停止させることができます。 

 

4.1.7 Setup Utility から PPG,ED の FPGAのダウンロード(更新)について 

Ver.3.00.00から，PPG，EDの FPGAをダウンロードすることができるようになりました。 

Ver.3.00.00より前のバージョンから Ver.3.00.00にバージョンアップする際，Setup Utilityから

PPG，EDの FPGAのダウンロードを実行する場合，まず MP1800A_Logic.systを Ver.3.00.00に

ダウンロードし，ダウンロード完了後 PPG，EDの FPGA  

（MU181020A_PPG_MAIN.FPGA，MU181020A_PPG_opt_Delay.FPGA，

MU181040A_ED_MAIN.FPGA，MU181020A_ED_opt_Delay.FPGA）をダウンロードしてください。 

MP1800A_Logic.systが Ver.3.00.00より前のバージョンでは，ダウンロードすることができませ

ん。 

これらのダウンロードは1オブジェクトにつき，約10分程度の時間がかかります。また，PPG，ED

の FPGAのダウンロード後は必ず MP1800A，MT1810Aの電源を再起動してください。 

 

4.1.8 MU181040A ED の Auto Adjust 機能についての注意事項 

MU181040A/B 誤り検出器の Auto Adjust機能は取扱説明書に記載の規格に加え， 

以下の範囲で使用してください。 

Input Formatについて，Pattern Lengthに対する立ち上がり/下がりエッジ数の割合が 1/5以上

であること。 

 

4.1.9 MU181040A/B の設定ファイルとコマンド互換性についての注意事項 

Ver.4.01.00より MU181040A/B 誤り検出器の設定ファイル，およびリモートコマンドの互換性に

ついて以下の制限があります。 

1) Ver.4.01.00にて作成した設定ファイル( .ED，.CND)はVer.4.00.xx以前のバージョンでは読み込

むことができません。Ver.4.00.xx以前のバージョンで作成した設定ファイルを Ver.4.01.00で読

み込むことはできます。 

2) クエリコマンドのレスポンス値の桁数が変更になります。対象リモートコマンドは 

 :INPut:CLOCk:CRFReq?，CFQ? です。 
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4.1.10 リモートコントロールの Performance 設定についての注意事項 

Ver.5.02.08よりリモートインタフェース GPIB と Ethernetにて「Normal / Enhanced」の 2つのモー

ドが選択できます。 

1) Setup Utilityの「Remote Control」タブで，「Normal / Enhanced」いずれかのモードを選択でき

ます。各モードの詳細は「MX180000A取扱説明書」を参照してください。 

2) 以下のコマンドは「Enhanced」モードを選択したときのみリモート高速化の効果があります。 

:SYSTem:DISPlay:RESult / :SYSTem:DISPlay:RESult? 

コマンドの詳細は「MX180000A リモートコマンド取扱説明書」を参照してください。 

3) 「Normal / Enhanced」の設定を変更すると，お客様が作成したリモートシナリオ・プログラムの

各処理間のウェイト時間などを調整する必要が発生する場合があります。 

例） 「Normal」モードで動作するリモートプログラムを「Enhanced」モードで使用したところ処理

が途中で止まってしまう場合，止まってしまうコマンドより前の各処理間のウェイト時間を最適

化してください。 

 

4.1.11 MU181020B,MU181040B-003 のオプション形名表示についての注意事項 

MU181020B-003,MU181040B-003のオプション形名・名称はモジュール正面パネルに記載され

ます。ソフトウェアによるオプション表示画面には「MU181020B-02（0.1 to 14Gbit/s）」, 

「MU181040B-02（0.1 to 14Gbit/s）」と表示されますが，0.1～14.05Gbit/sのビットレートで動作が

保証されます。 

 

4.1.12 MU182020A/21A,MU182040A/41A-003 のオプション形名表示についての

注意事項 

MU182020A/21A-003,MU182040A/41-003のオプション形名はモジュールのイジェクタに記載さ

れます。ソフトウェアによるオプション表示画面には「MU182020A/21A-01（28Gbit/s 

Extension）」,「MU182040A/41A-01（28Gbit/s Extension）」と表示されますが，8～28.1Gbit/sの

ビットレートで動作が保証されます。 
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4.2 Ver. 6.02.00 以降 

4.2.1 外部制御 PCの OSに Windows 7 を使用した時の注意事項  

Windows 7を OS とする PCに MT1810Aの制御ソフトウェアである MX180000Aをインストールし

て使用する場合，インストール後の初回起動時はスクリーンキーボードを起動することができま

せん。原因はプログラムの互換性によるものです。 

プログラムの互換性アシスタント(PCA)機能により最適設定が実行されるため，次回起動時から

はスクリーンキーボードを使用することができるようになります。 

 

4.2.2 外部制御 PCの OSに Windows 7 と Windows XP を使用した時の動作

の相違についての注意事項  

Windows XPにインストールされたMX180000Aでは，モジュール動作に必要なUSBドライバはコ

ントロールパネルより MX180000Aをアンインストールした時に同時に削除されます。 

しかし，Windows 7の環境ではコントロールパネルより MX180000Aのアンインストールを実行し

ただけでは USB ドライバは削除されません。コントロールパネルから”Anritsu USB Device 

Driver”を選択し，このアプリケーションをアンインストールすることによって削除することができま

す。 

 

4.3 Ver. 7.00.06 以降 

4.3.1 32G PPG/ED と 12.5G/14G PPG/ED の同時実装についての注意事項  

MU183020A 28G/32G bit/s PPG と MU183040A 28G/32G bit/s EDを使用する場合、同一本体

に実装された MU181020A/B 12.5G/14Gbit/s PPG と MU181040A/B 12.5G/14Gbit/s EDは無

効になり、同時に使用することはできません。 

4.3.2 MU181020A/B の使用についての注意事項  

MU181020A/Bに以下のようなラベルが貼ってある場合，動作可能なソフトウェアバージョンは

7.01.07以上となります。 
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4.4 Ver. 7.04.00 以降 

4.4.1 32G PPG/ED と 12.5G/14G PPG/ED の同時実装についての注意事項  

Ver.7.04.00より，MU181020A/B，MU181040A/B，MU183020Aまたは MU183040A の同時実装

が可能になりました。詳しくは「1.2.4 PPG,ED と 32G PPG,EDの同時実装制限」を参照してくださ

い。 

 

4.5 Ver. 7.05.00 以降 

4.5.1 MU183020A，MU183040A/Bの使用についての注意事項  

MU183020A，MU183040A/B に以下のようなラベルが貼ってある場合，動作可能なソフトウェア

バージョンは 7.05.00以上となります。 
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4.6 Ver. 7.06.02 以降 

4.6.1 ED,DEMUX の入力最大定格の注意メッセージについて  

ソフトウェアバージョン 7.06.02以降，ED，DEMUXモジュールを使用している場合，アプリケーシ

ョン起動時に注意ダイアログが表示されます。本ダイアログは過大入力への注意メッセージと対

象モジュールのデータ入力の最大定格を表示するもので，モジュールの故障ではありません。 

 

対象モジュールと最大定格を以下に示します。 

Module Name Data Input  Amplitude Specification 
(Single ended) 

MU181040A  
When Opt.001 is installed. 

0.9 Vp-p 

MU181040A  
When Opt.002 is installed. 

2.0 Vp-p 

MU181040B 2.0 Vp-p 

MU182040A/41A  2.0 Vp-p 

MU183040A/41A  2.0 Vp-p 

MU183040B/41B 1.0 Vp-p 

MP1822A 0.5 Vp-p 

MP1862A 1.0 Vp-p 
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4.7 Ver. 7.09.00 以降 

4.7.1 MX181500A の対応バージョンについての注意事項  

MX180000A Ver.7.09.00以降を使用する際は、MX181500A Jitter Tolerance Test Software 

Ver.2.04.00以上を使用してください。バージョンが異なるとMX181500Aが正常に動作しません。 

 

4.8 Ver. 7.10.00 以降 

4.8.1 MP1800A-x07 の対応バージョンについての注意事項  

オプション MP1800A-x07つきの MP1800Aでは、必ず制御ソフトウェア MX180000A V7.10.00以

降を使用してください。 

 

4.9 Ver. 8.00.02 以降 

4.9.1 Multi Channel Calibration の再実行についての注意事項  

8.00.02バージョンアップにより，32G PPGのMulti Channel Calibrationの再実行が必要とな

ります。Multi Channel Calibration要求メッセージ画面が表示された場合は，画面の表示ガイ

ドにしたがって Calibrationを実行してください。 

 

4.9.2 MU181000A，MU181000Bの使用についての注意事項  

MU181000A，MU181000B シンセサイザに以下のようなラベルが貼ってある場合，動作可能な

ソフトウェアバージョンはインストーラバージョン 8.00.02以上となります。8.00.02より古いバージ

ョンのインストーラに含まれるファームウェアをダウンロードするとシンセサイザが起動しなくなり

ますので注意してください。 
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4.10 Ver. 8.02.01 以降 

4.10.1 MX183000A の対応バージョンについての注意事項 

MX183000A ハイスピード シリアルデータ テストソフトウェア Ver.1.00.01を使用する際は、

MX180000A Ver.8.02.01以上を使用してください。バージョンが異なるとMX183000Aが正常

に動作しません。 

4.11 Ver. 8.04.00 以降 

4.11.1 MX183000A の対応バージョンについての注意事項 

MX183000A ハイスピード シリアルデータ テストソフトウェア Ver.1.02.00を使用する際は、

MX180000A Ver.8.04.00以上を使用してください。バージョンが異なるとMX183000Aが正常

に動作しません。 

 

 

4.11.2 MX180014A の対応バージョンについての注意事項 

MX180014A 100G EPONアプリケーションソフトウェア Ver.1.00.02を使用する際は、

MX180000A Ver.8.04.02以上を使用してください。バージョンが異なるとMX180014Aが正常

に動作しません。 

 

4.12 Ver. 8.05.00 以降 

4.12.1 MX183000A の対応バージョンについての注意事項 

MX183000A ハイスピード シリアルデータ テストソフトウェア Ver.2.01.00を使用する際は、

MX180000A Ver.8.05.00以上を使用してください。バージョンが異なるとMX183000Aが正常

に動作しません。 

 

4.13 Ver. 8.06.00 以降 

4.13.1 MX183000A の対応バージョンについての注意事項 

MX183000A ハイスピード シリアルデータ テストソフトウェア Ver.3.00.00を使用する際は、

MX180000A Ver.8.06.00以上を使用してください。バージョンが異なるとMX183000Aが正常

に動作しません。 
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4.14 Ver. 8.07.00 以降 

4.14.1 MX183000A の対応バージョンについての注意事項 

MX183000A ハイスピード シリアルデータ テストソフトウェア Ver.3.02.00以上を使用する際

は、MX180000A Ver.8.07.00以上を使用してください。バージョンが異なるとMX183000Aが正

常に動作しません。 

 

 

4.15 Ver. 9.00.00 以降 

4.15.1 MU181500Bの使用についての注意事項  

MU181500Bに以下のようなラベルが貼ってある場合，動作可能なソフトウェアバージョンはイン

ストーラバージョン 9.00.00以上となります。9.00.00より古いバージョンのインストーラに含まれる

ファームウェアをダウンロードすると MU181500Bが起動しなくなりますので注意してください。 

 

 

 

 

以上 


